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名古屋開府 400年祭－なごや☆子ども City2010 

 

 本年は、1610年の「清須越」から数えて 400周年に当たり、荒俣宏をゼネラルプロデュ

ーサーとする名古屋開府 400年祭実行委員会は、オープニング記念コンサート（1月）、記

念式典（4月）、記念誌『尾張名古屋大百科』発刊（4月）、「なごや☆子ども City2010」（8

月）、記念フォーラム（9 月）、「清須越夢歩き」提灯行列（10 月）、煌めきの光ファンタジ

ア（12 月）、クロージング記念コンサート（12 月）を実施または実施予定である。更に通

年事業として、各区の「夢と魅力」を募集・発表する「夢なごや 400」、企業・市民・NPO

の協働意識を向上促進する「企業・市民・NPOコラボ 400」も併せて実施している。 

 今から 100年前、1910年の名古屋開府 300年祭を振り返ってみると、盛大な記念式典（4

月）が催されたばかりでなく、那古野台東側を蛇行していた精進川が新堀川として整備さ

れ、その浚渫土砂の埋め立てで鶴舞公園が作られ、そこで 3月から 9月までの 90日間、第

10 回関西府県連合共進会が開催された。更にその博覧会に合わせて、名古屋電気鉄道の路

面電車「公園線」が開通、「いとう呉服店」が茶屋町から栄町交差点に移転、名古屋初のデ

パートメントストアとして新装開店した。既存城下町南側を迂回する中央線（1900 年名古

屋～多治見間開通）の外側に本格的な都市公園が建設され、その周辺に名古屋高等工業学

校（1905年）や愛知県立医学専門学校鶴舞校舎（1914年）といった高等教育施設が集めら

れる一方、新堀川が名古屋港（1907 年）と連絡されることで、沿岸の工場立地が促進され

た。即ち、名古屋開府 300 年祭における都市基盤整備が、名古屋の近代工業都市化の幕開

け、大正期の「大名古屋」拡張への前触れとなったのである。 

日露戦争後の好況に沸く新興都市とトヨタ・ショック後の回復を待つ成熟都市とを単純

に比較することはできないとしても、300 年祭が「モノ」（都市基盤）づくりであったのに

対し、400 年祭が「コト」（イベント）と「ヒト」（NPO や子ども等）づくりにシフトして

いることが読み取れる。ここではその内、8月 8日～22日まで吹上ホールで開催された「な

ごや☆子ども City2010」を取り上げ、概要を紹介することにしよう。 

 「なごや☆子ども City2010」は、1979年からミュンヘンで開催されている「ミニ・ミュ

ンヘン」の名古屋版である。「ミニ・ミュンヘン」は、8 月の 3 週間、子どもたちだけで運

営する小さな都市で、参加する子どもたちは市民権を得た後、自分で好きな仕事を見つけ

て働き、そこで得た「ミミュ」というお金で、食べたり、遊んだりすることができる。こ

うした子どもたちが自由に「遊び」「働き」「学ぶ」ことのできる小さな都市は、日本でも

ミニさくら（千葉県佐倉市、2002 年）、ミニいちかわ（千葉県市川市、2003 年）を皮切り

に多数試みられ、名古屋市でもピンポン横丁（2003年）、だがねランド（2006年）、キッズ

タウンなかむら（2007年）等、小規模・短期間のものは実施されてきた。「なごや☆子ども



City2010」は、その集大成と言うべきもので、15 日間の開催期間中に延 2 万 2000 人、1

日平均 1500人弱の子どもの参加があり、大成功を収めた。子ども実行委員会は 1年前から

立ち上げられ、12 回のワークショップでまちのコンセプトやレイアウトが決定された。実

際に建設されたまちは、市役所ゾーン、森ゾーン、お店ゾーン、広場ゾーンが 8 の字型の

ストリートで結ばれ、森ゾーンの一角に築かれた山と展望台からまち全体を見下ろすこと

ができる。ハローワーク・銀行・税務署が 4 ヶ所もあるのは、働いてお金「みゃあ」を稼

がないと遊べないからである。テレビ・FM局、新聞社、学校、お化け屋敷は 1つで良いと

しても、工房の数がお菓子屋と同じぐらいあっても良かっただろうし、建設会社による新

築ももっとあって良かっただろう。子供たちが段ボールだけで建物単体から街並までを作

り上げたと言う点では、本家「ミニ・ミュンヘン」を凌ぐものと思われるが、段ボール製

の壁や屋根は「色」が一様で、それが裸のモニュメントやレンタルの机・椅子と相まって、

まち全体を殺風景なものにしている。この小さな都市が、「ヒト」づくりに貢献することは

間違いなかろうが、そこでの「モノ」づくりに色や形の変化と美しさを求めるのは、大人

の欲目と言うべきだろうか。 
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